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要旨：本研究は、中学校美術科における授業のオンデマンド化の試みと、授業のオンライン化の展開に関する成果と課
題を明らかにすることを目的とするものである。大学教員による専門的な授業は、総合学習に関連づけた内容と、卒
業制作に関連づけた内容の 2種類を実施した。授業実施後、googleフォームによるアンケートと自由記述の内容から、
成果と課題について検討を行ない、今後のオンデマンド型授業と授業のオンライン化の展開について考察を加えた。生
徒の自由記述からは、大学教員による専門的な授業が生徒の興味関心に影響を及ぼし、思考を深めている様子が観察で
きた。

キーワード：オンデマンド型授業　ondemand lectures
　　　　　　探究型学習　inquiry-based leaning
　　　　　　遠隔教育　distance education

１．はじめに

　本研究では、奈良教育大学附属中学校（以下附属中学
校と表記）で行った大学教員による専門的な授業のオン
デマンド化を試みると共に、美術科における探究的な学
びの形を模索した。
　オンデマンド型授業やオンライン授業は、遠隔教育の
手法の一つとして、近年様々な教育現場で実践が行われ
ている。遠隔教育は、距離に関わりなく、状況に即した
学習の形を可能とする方法として期待されており、児童
生徒が多様な考え方に触れたり、協働的に学習を進めた
りするための方法の一つとして効果が期待されるもので
ある。
　2020年度に附属中学校と奈良市立田原小中学校で

行った遠隔協同学習に関する実践研究１）では、小規模
校と中規模校を双方向的にオンラインで結ぶことで、両
校の生徒が多様な表現や発想に触れ、見方・考え方を深
めることができることを明らかにした。
　遠隔教育は、形式や目的によっていくつかの型に分類
されるが２）、附属中学校と田原小中学校の遠隔協同学習
は、これらのうち A１の遠隔交流学習にあたるもので
ある 3)。生徒らはオンラインでの交流に興味関心を持ち、
積極的に取り組む姿勢を見せたが、それと同時に、両校
の授業時間を合致させることの難しさや、言語活動など
のコミュニケーションスキルの不足といった課題も明ら
かになった。コミュニケーションスキルの課題に関して
は、日常的に対話の場面を授業に取り入れたり、プレゼ
ンテーションスキルを習得できるような授業の組み立て
を行ったりするなどして、中・長期的に能力を育成する
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ことが可能であると思われる。一方、授業時間の合致と
いった学校間のシステム面での齟齬は、物理的に解消す
ることが難しい場合が多い。
　そこで、2021年度の実践では授業のオンデマンド化
を試みた。具体的には、大学教員による専門的な授業を
オンラインで実施し、その授業をオンデマンド化するも
ので、これは、先述の遠隔教育の分類では B２の専門
家とつないだ遠隔学習にあたるものである。専門家と繋
いだ学習で、生徒の学習機会の幅を広げるとともに、オ
ンデマンド化することで、授業時間の合致しない学校間
でも共通の学習内容に取り組むことが可能になる。その
上で、オンラインの交流時間を取り入れるなどすれば、
遠隔授業における課題の解決につながるのではないかと
思われる。
　今回実施したのは、２つの専門家による授業である。
附属中学校では、今回の実践以前にも、陶芸や絵画の分
野で、大学の教員を附属中学校に招いた授業を行ってき
た。大学教員の専門的な知識に触れる機会を得ることで、
生徒は、美術に対する関心を深めたり、制作に関する疑
問を解決したりしながら学習を深めてきた。このような
学びの形は、美術科における探究的な学習につながるも
のと考えられる。本研究を通して、中学校美術科におけ
る授業のオンデマンド化について検討し、今後のオンラ
イン授業の展開に関する課題を明らかにすると同時に、
美術科における探究的な学びの形についても考えていき
たい。
　本研究は、題材立案、実践計画を長友が行い、オンラ
イン授業の講義を、大山、狩野が行った。本文の執筆は
長友が担当した。

１．１．研究の目的
　本研究の目的は、１つ目に、中学校美術科におけるオ
ンデマンド型授業の題材開発と、今後のオンライン授業
の展開に関する成果と課題を明らかにすること、２つ目
に、美術科における探究的な学びの形を模索することで
ある。
　１つ目の、オンデマンド型授業の題材開発とオンライ
ン授業の展開に関する課題を明らかにするという目的
は、生徒の学びの形の多様性を広げる可能性を模索する
こと、遠隔授業を実践する際の物理的な課題を解決する
方法を検討することを考えて設定した。
　今回実施した２つの専門家によるオンライン授業で
は、授業を受けた生徒の反応から、オンライン授業と対
面授業が生み出すそれぞれの効果を明らかにしたいと考
えた。また、学びの形としては、双方をハイブリッド的
に織り交ぜた授業づくりの方向性を見出すことができる
のではないかと予測した。そして、実践後の授業検討か
ら、今後のオンデマンド型授業題材の開発とオンライン
授業の展開における成果と課題を見出していきたいと思
う。

　２つ目の目的である探究的な学びの形を模索すること
は、美術科おいても重要であると思われる。
　探究的な学びは、秋田喜代美によると、これまでは総
合学習の文脈の中で取り上げられることが多かったが、
近年すべての教科で探究的な学びを保障することの大切
さが指摘されているという 4)。同著の中でも紹介されて
いるが、Education2030の提言などから見ても、探究
的な学びの重要性は今後さらに増していくと思われる。
　美術科の教科の目標には、創造活動の喜びを味わった
りしながら豊かな感性を育んだり心豊かな生活を創造し
ていくことなどがある５)が、この目標は、生徒の内面か
ら美に対する興味関心を引き出すことができないと、形
式的なもので終わってしまいかねないと感じている。美
術科における探究的な学びは、生徒の内面から美への興
味関心を引き出すことにつながり、ひいては美術科の教
科の目標を達成し生徒の豊かな生き方の実現につながる
のではないだろうか。

１．２．これまでの研究との関係
　ここ数年のオンデマンド型授業に関する研究は、
2020年からのコロナ禍の影響を受けたオンラインによ
る授業方法に関する内容が多く見られ、その多くが大
学の講義に関する実践研究となっている。CiNiiおよび
Google Scholorで2017年以降の研究をみると、「中学校」
「美術科」「オンデマンド型授業」というキーワードでは、
北海道教育大学札幌校の図画工作・美術科教育分野の研
究 6)が１件確認できた。この研究は、大学における図画
工作科教育法の授業実践をもとに、オンデマンド授業形
式を検証し、方法論について検討したもので、動画形式
の授業が受講生の好感度が高いこと、配布資料に解説音
声ファイルを伴う授業形式が妥当であることを成果とし
てあげている。
　キーワードを「遠隔教育」「中学校」とすると、件数
がやや増え、工藤雅人によるへき地教育に関する内容の
研究 7)等の成果があった。工藤の研究は、ICT活用に
よる遠隔教育の有用性を示したもので、地域における美
術科教員配置状況に鑑みて美術科教育の授業の質につい
て研究する内容となっている。
　このように、美術科教育におけるオンデマンド型授業
や遠隔教育に関わる実践研究は、行われてはいるものの
件数についてはまだ多くはないというのが現状であると
言える。筆者は、オンライン授業やオンデマンド型授業
は、美術科の題材の可能性を広げる手立てであるという
考えから、これまでの美術科における遠隔教育やオンデ
マンド型授業の研究を参考に、実践を重ねていく意義が
あると考えて本研究を行うこととした。

１．３．用語の定義
　本研究では、オンライン授業とオンデマンド型授業と
いう２つのキーワードを用いている。令和 3年 7月に
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示された文部科学省の資料『オンライン授業に係る制度
と新型コロナウイルス感染症の影響による学生等の学
生生活に関する調査』８）によると、オンライン授業は、
授業の方法のうち、メディアを利用して行う授業のひと
つとされる。さらに、メディアを利用して行う授業は、「同
時性または即時性を持つ双方向性（対話性）を有し、面
接授業に相当する教育効果を有すると認められるもので
あること」9)として、その形態は「同時」（オンタイム）、
「非同時」（オンデマンド）であると示されている。
　本研究では、この文部科学省の示した内容に基づき、
オンライン授業をメディア（本研究においてはインター
ネット）を利用して行う授業、オンデマンド型授業をオ
ンライン授業で「非同時」である授業と定義する。２章
以降に示す題材をこの定義に当てはめると、『絵因果経
で知る画材の世界』はオンタイム型オンライン授業の形
式を用いたもの、『制作をするということ』はオンライ
ン型とオンデマンド型をハイブリッドしたオンライン授
業の形式を用いたものとなる。

２．オンライン授業の実践

　本研究では２つのオンライン授業を実施した。2021
年 1月から 3月、同年６月から 7月に実施した題材『絵
因果経で知る画材の世界』、2021年 10月に実施した観
賞授業『制作をするということ』である。ここでは２つ
の題材・授業の実践概要と実践後に行ったアンケートの
回答および感想から生徒の記述を示す。

２．１．『絵因果経で知る画材の世界』題材のねらい
　本題材は ,絵因果経（奈良国立博物館所蔵『紙本著色
絵因果経断簡　巻第二上（六十二行）』、(紙本・着色・巻子、
奈良時代、8世紀 )９）の模写を通して、墨による描写の
魅力を感じ、顔料を中心とした画材について学ぶことを
ねらいとするものである。題材は、2021年 1月から 3
月（第２学年３学期）に模写制作、同年６月から 7月（第
３学年１学期）にオンラインによる顔料についての講義
および着彩を行う流れで実施した。
　附属中学校では、3年間を通して「奈良めぐり」と題
する総合学習を行っており、附属中学校の所在する奈良
県北部地域を中心に、地域の文化や歴史から探究的な学
びを進めている。美術科では、この「奈良めぐり」の学
習と関連させて、第２学年３学期に仏像に関する題材を
とり上げており、本題材はその中の一つに位置づくもの
である。絵因果経を題材としたのは、使われている画材
が現在でも入手可能な墨と顔料であること、描画技法が
素朴で中学生でも模写が可能であること、仏教の教典の
一種ではあるが、説話的な内容となっており物語絵画と
しても親しむことができることなどの理由からである。
さらに、奈良時代の絵画を今に伝える貴重な作品である
とともに、収蔵されている場所が地域に所在する奈良国

立博物館であることも理由となった。
　題材を実施した学年は、修学旅行で熊本県水俣地方を
訪れる予定で事前学習を進めていた。結果としては、コ
ロナ禍の影響により訪問先の変更を余儀なくされたた
め、実際に熊本県水俣地方を訪れることはできなかった
が、題材を構想した当初は、修学旅行事前学習として
行っていた水俣地方の水銀被害の学習と関連づけて、美
術科では水銀の原料である辰砂が古くから描画材料とし
て使われてきたことや、吉野地方で実際に水銀が採取さ
れていたことなどを取り上げ、多面的に事象や対象を捉
えることができるように題材を構成しようというねらい
があった。

２．２．『絵因果経で知る画材の世界』実践概要
　はじめに、表１に題材の展開を示す。

　本題材で模写原本とした絵因果経は、奈良国立博物
館収蔵の重要文化財『紙本著色絵因果経断簡　巻第二
上（六十二行）』（紙本・着色・巻子、奈良時代、8世紀）
の部分である。絵因果経は、奈良国立博物館収蔵品デー
タベースに「釈迦の成道と教団形成に到る半生の伝記に、
その因縁として前生の話を付した『過去現在因果経』を
巻物の下半分に書き、上半分に経文に対応する絵を描い
たもの。」10）とあるように、仏教に関わる内容を文字と
絵で表した作品である。模写原本とした作品の絵画部分
には鮮やかな色彩が見られ、同上のデータベースによる
と、「絵は構図・描写とも一見素朴であるのは、祖本よ
りさらに古い作品の骨格が伝えられているゆえと思われ
るが、小さいながらに写実味を備えた人物の相貌や立体
感ある山や岩など、唐様式も確かめられ、彩色が鮮やか
に保存されていることもあって、奈良時代の説話画の生
きいきとした世界を十分に窺わせてくれる」11）作品と
なっている。
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　絵因果経に使われている画材は、和紙、墨、顔料（辰
砂、緑青、鉛丹、胡粉、藤黄、白緑青）である。このう
ち、実際に模写で使用したのは、和紙、墨、顔料（辰砂、
緑青、鉛丹、胡粉）である。第２学年３学期の模写制作
では、和紙に墨の白描による模写を行った（図１）。

　ここでは、墨と筆を使って実際に描いてみることで、
奈良時代の絵画表現の魅力を感じることをねらいとし
た。墨での模写はやり直しが効かない。そのため、生徒
は作品と丁寧に向き合い、細部まで観察してから制作に
入ることになる。細部の観察は、絵因果経の線描の特徴
を掴むことに繋がり、作品を深く味わうきっかけになる
と考えた。
　次の段階として実施した第３学年１学期のオンライン
による顔料についての講義は大山が行った（図２）。

　大山は唐招提寺金堂や薬師寺東塔の彩色文様の復元図
制作などに携わってきた絵画記録保存の研究者である。
大山のこれまでの研究成果を交えながら奈良時代に使わ
れた顔料について専門的に教えていただくことで、奈良

時代の絵画表現や描画材料の顔料について興味関心が深
まることをねらいとした。
　また水銀の原料となる辰砂について知ることで、修学
旅行事前学習の水俣に関する内容とのつながりを考える
ことができるようにした。PCの画面録画で 50分の授
業を記録した。
　顔料に関する授業を終えた後で、第２学年３学期に
行った絵因果経の白描模写に、実際に使われた顔料を用
いて着彩を行った (図３)。

　使用した顔料は、辰砂、緑青、鉛丹、胡粉の４種類で
ある。藤黄、白緑青については使用箇所が少なかったこ
とと、制作時間の関係で、今回は省略した。
顔料についての知識を得た上で着彩をすることで、生徒
は、色について考えを深めながら制作ができるのではな
いかと考えられる。また、膠を顔料で溶いて着彩する技
法を経験することで、奈良時代の絵画技法に興味関心を
持ったりすることにつながると考えた。

２．３．『制作をするということ』題材のねらい
　２つ目のオンライン授業となる『制作するということ』
は、では、実際に画家として制作を続けている専門家の
話を聞くことで、生徒の中に「卒業制作」のイメージを
膨らませ、主題を掘り起こすことをねらいとした。
　「卒業制作」は、附属中学校で美術科 3年生の最終制
作に位置づけて、2020年度から行っている題材である。
「卒業制作」では、技法や素材を自分の主題に合わせて
生徒自身が選択するようにしており、生徒はこれまでに
学んできた図画工作科・美術科の経験や知識をもとに、
表現方法の工夫を行う。このように、主題と表現技法を
関連させて制作を行うことはデザインベースの学習 12)

と同様に生徒の探究的な学びを促す働きがあると考え、
授業を設定した。
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２．４．『制作をするということ』実践の概要
　はじめに、実践の展開を表２に示す。

　本題材は、１時間の単発の観賞授業として、2021年
10月に『絵因果経で知る画材の世界』と同じ第３学年
を対象に行った。講師は狩野が務めた。狩野は、イタリ
アのルネサンス絵画を中心に、絵画における多様な空間
表現の在り方について研究し、自らの作品に応用して制
作を行っている画家である。
　授業は、事前に収録した狩野へのインタビュー動画の視
聴、オンラインによる質疑応答の２部に分けて展開を構成し
た。インタビュー動画の撮影は、2021年 9月に山形県村山
市立最上川美術館で開催された狩野の展覧会会場と附属中
学校（インタビュアー：長友）、奈良市内の狩野をzoomで結び、
その様子を録画する形で行った。インタビュー動画は、作品
主題について、作品制作に関わる取材方法について、制作
技法について等の内容で約 25分程度の映像である (図４)。

　授業の事前には、classroomに狩野の HPを資料とし
てあげておき、生徒が作品をオンラインで見ることがで
きるようにした。

　当日は附属中学校の美術教室に実際の作品を展示し
て、実物の作品を見ながら授業を受けられるようにセッ

ティングを行った（図５、図６）。
　インタビュー動画は、メモを取りながら視聴するように促
した。質疑応答は約 20分の時間を配分した。授業後、観賞
ノート（美術科の授業用ノート）に講義の感想を記入させた。

２．５．授業後のアンケートおよび感想
　『絵因果経で知る画材の世界』では、大山のオンライ
ンによる顔料に関する講義終了後、googleフォームで
事後アンケートを行った。アンケートでは、「繧繝彩色
について理解できたか」「色料について理解できたか」、
自由記述で「講義の感想」「オンライン授業についてど
う感じたか」を聞いた (有効回答数 88/127)。
　「繧繝彩色について理解できたか」について、「よくわ
かった」21、「わかった」61、「よくわからなかった」5、
「わからなかった」１であった。
　「色料について理解できたか」について、「よくわかっ
た」36、「わかった」45、「よくわからなかった」6、「わ
からなかった」１であった。（表３）
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　次に、自由記述の「講義の感想」では、初めての内容
について知ることができたこと、興味を持っていた内容
について深めることができてよかったことの感想が多く
見られた。

　　 ・ 一番印象に残っていることは色の原料についてで
す。（中略）講義を受けて植物や動物、石、鉱物
などから来ていることがわかりました。人工的な
ものなのかなと思っていたので、自然から色は来
ていて意外でした。さっきも書いたように石がキ
ラキラしていて、そのキラキラしているのは顔料
を使って作った作品にも出ていたので面白いなと
思いました。

　　 ・ 昔の絵の具について気になっていたのでとても興
味深かったです。 特に同じ原料でも砕き方によっ
て別の色になるというのが印象に残りました。

　　・ 自分が使う道具のことをよく知らずに使うことに
対して違和感をもっていたので、よい機会でした。

　　・ 今回の講義で一番こころ残っているのは、１つの
色に何個か原料があるということです。原料とい
われ赤はなんだろう？っと思っていたのですが３
つぐらいあって１つじゃないんだと思いました。
美術の授業は、作品を作り想像力や創造力を養い
ますが今回の講義のような深いことも知るのはと
ても面白かったです。講義で習ったことを授業で
深めていけるともっと美術が面白くなっていくと
思います。

　また、総合学習（地域学習・修学旅行の事前学習）の
内容に関連した記述も見られた。

　　 ・自然のものからあんなに色鮮やかな色を作り出せ
ることに感動した。（中略）講義の中で当時水銀が
使われていたという話があったが、危険ではなかっ
たのだろうか…。また、水銀の他にも人体に影響の
ある顔料はなかったのだろうか。

　　・ 奈良時代の色の多種多様なことに驚きました。し
かも、色の濃淡によって微妙な色を作り出せてい
たことを知り、技術が大変高かったことがわかり
ました。「奈良」の枕詞である、「青丹よし」も、
丹から来ていると知り、それほど奈良時代の奈良
は色で溢れていたんだなと思いました。

　『制作をするということ』の鑑賞ノートの感想は、制
作の発想がどのように生み出されるのかについて聞いた

ことが印象に残ったということ、制作を続けるという生
き方に関して感じたことなど、内容は多岐に渡った。卒
業制作について改めて考えた、という感想も複数見られ
た。
　以下に生徒の感想を示した。長い引用になるが、講義
を受けて自分自身のこれまでの疑問と改めて向き合い、
考えを深めている様子が見られた例としてあげておきた
い。

　 ・ 「作品をつくること」については、今までにも何度
か疑問に思っていたことがあった。自分の思いを人
に伝えることによって果たして何になるのか？造
るって何なのか？私たちは命をつくっているのか？
何を目指しているのか？この作品は世の中にどうい
う影響を及ぼしたのか？など、一人で考えてもらち
のあかないようなことを考えながら、作品をただ、
つくっていた。今回、「自分の世界」を確立してい
る人の話を聞けて、本当によかったと思う。「自分
の考えを表現できている人」の作品は、こんなにも
人に印象を与え、こんなにも価値観を揺るがしてく
るものなのか、と感心した。色の使い方、描く対象、
全てに根拠があって、何かを生み出すという責任の
ようなものを感じた。どんなことを見ている人に感
じさせたいか、まで考えているのには驚いた。実際、
狩野さんの言う「ギャップ」も感じたことから、「こ
の人はこんなにも作品を操作できるのか」と「考え
たものを表に出す」という力を感じた。私はいつも
作品を見るとき、「他の人と違う」ところを見て自
分の中で評価づけしてしまうのだけれど、狩野さん
の作品には「人と違う」ところよりも狩野さんの作
品に見入ってしまった。人に評価されるというのは
こういうことなんだと学んだ。卒業制作にとって、
とても良い刺激になったし、改めて自分の考えてい
るモノについて考えることができたと思う。「何を
見て何を感じてほしいか？」この基となる部分をも
う一度、自分の中ではっきりさせなければならない
と思った。そして、狩野さんのように、見る人が感
じることを操作できるような作品をつくっていけた
ら、と思う。

３．成果と課題

３．１ ．オンデマンド型授業の題材開発とオンライン授
業の今後の展開

　本研究で行った２つのオンライン授業は、奈良教育大
学の 2名の教員と、最上川美術館の皆さんの協力の元、
実施することができた。
　大山の文化財保存・修復に関する講義は、豊かな経験
と確かな資料に基づいた内容で、教科書等では触れるこ
との難しい内容が提供されたと思う。狩野の講義は、実
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際の作品に触れると共に、作者に直接、作品に関してや、
制作における考え方について質問することができ、生徒
にとって大きな刺激となった様子が観察できた。また、
最上川美術館の皆さんに全面的にご協力いただいたこと
で、教室にいながら、美術館での空間を感じながら作品
に触れることができた。
　今回行った、オンデマンド型授業の題材開発とオンラ
イン授業の今後の展開の実践の成果は、さまざまな立場
の専門家と協同することで、題材の幅を広げたり内容を
深めたりできたことだと思われる。２つの講義は、それ
ぞれ異なる生徒の学びに対する目的に対して、内容が構
成されていたが、専門家の持つ知識や経験に触れること
で、中学生の興味関心が刺激され、知的好奇心を起こさ
せる要因となったことは、生徒の自由記述などから窺え
た。オンライン授業の形を取れば、講師の移動などの物
理的時間的な手間を省くことができ、授業実施に対する
マイナス要因が少なくなることで、さまざまな講師の方
の参加を促すことができるということも実感できた。
　オンデマンドとオンタイムをハイブリッドで構成した
『制作をするということ』の題材では、前半部分のイン
タビューをオンデマンドで行うことで、授業内容の密度
を上げることができたことは成果であると思う。後半部
分の鑑賞と質疑応答につなげるために、伝えるべき内容
を事前に整理し、インタビューのリハーサルは繰り返し
行った。また、展示風景を中継していただいた美術館の
方と作品の映り方について検討する時間が丁寧に取れた
ことで、20分の限定した時間の中で伝えたい内容を網
羅することができた。視聴内容を精査できること、番組
としての構成を練ることができることの２点はオンデマ
ンドの形を取る成果としてあげておきたい。
　その他に授業を行って気づいたことは、オンライン
で講義を行う講師と、教室にいる教員が team teaching
の形で授業を進めると、生徒の理解が深まるということ
だった。大山の顔料に関する講義では、中学生向けに易
しくお話いただいたが、その中でも中学生には分かりに
くい言葉遣いがあったり、資料の漢字が読めないなどの
問題が起こった。教室にいる教員は、生徒にとって難し
そうな部分に気づいた時に講義を一旦止めて説明の言葉
を挟むことで、生徒の理解を補助することができた。こ
れはリアルタイムのオンライン授業でもオンデマンド型
授業でも実行可能なので、今後の実践でも取り入れると
良いだろう。
　本研究のオンライン授業は、講義の様子を zoomや
meetの録画機能を利用して記録した。また、インタ
ビュー動画は独立した映像素材として保存しているた
め、今後も使用することが可能である。次年度以降の附
属中学校での授業に活用することや、希望があれば他の
中学校の美術科の授業で利用してもらうことも可能であ
り、オンデマンド型教材として使用した場合にどのよう
な学習効果があるかを、今後実際に授業で使っていただ

く場を探して検討していきたいと思う。

３．２．美術科における探究的な学びについて
　美術科の教科の目標には、創造活動の喜びを味わった
りしながら豊かな感性を育んだり心豊かな生活を創造し
ていくことなどがあるが、この目標は、生徒の内面から
美に対する興味関心を引き出すことができないと、形式
的なもので終わってしまいかねない、と本論の中で述べ
た。今回、専門家の方の話を聞いた生徒から、「美術の
授業は、作品を作り想像力や創造力を養いますが今回の
講義のような深いことも知るのはとても面白かった」と
いう感想が出てきたことは、生徒の内面から美術に対す
る興味関心を引き出したという点で、探究的な学びの形
としての成果と言える。この生徒は、続けて、「講義で習っ
たことを授業で深めていけるともっと美術が面白くなっ
ていくと思います」と述べた。この生徒が述べたような
形で学習が進んでいけば、美術科における探究的な学び
のあり方を作り出すことができるだろう。
　『制作するということ』の講義後の感想からは、作品
を制作している作家の言葉を直接聞くことで、生徒の思
考が刺激されている様子を見とることができた。本文で
引用した生徒の感想に、「自分の思いを人に伝えること
によって果たして何になるのか？造るって何なのか？」
とあったが、この思いは美術科の学びにとって根源的な
問いである。この生徒は、作品をつくることについて、
「今までにも何度か疑問に思っていたことがあった。」と
述べていたが、『制作するということ』の授業を通して、
自分の中に生まれた疑問に向き合い、思考し、自分なり
の結論を見出した。対象となった第３学年は、この後３
学期に卒業制作を行い、中学校の美術科の授業を修了す
る。卒業制作の作品に、生徒が思考し見出した結論が何
らかの形で表出することが期待できる。生徒が感想を記
述する中で思考を深め、現在の自分なりの答えに近づこ
うとしたことは、意義深いことであり、問いが生まれる
授業の形としての可能性を感じることができた。
　振り返ると、すべての生徒の思考が深まったわけでは
なく、あまり反応のなかった生徒もいたという課題も
あった。また、オンラインでのやり取りをスムーズにす
るための機器の扱いについても課題があると感じた。
　これらの成果と課題を踏まえ、美術科における探究的
な学びは、生徒の内面から美への興味関心を引き出すこ
とにつながり、ひいては美術科の教科の目標を達成し生
徒の豊かな生き方の実現につながるという考えを持っ
て、今後も実践を重ねていきたい。

３．３．おわりに
　図画工作科・美術科は、表現や鑑賞の活動を通して、
創造的な表現力・思考力を育成する教科であり、この表
現力・思考力の中には、主題を生み出す力や表現したい
ことを形にする力、意図を他者に伝える力などの要素が
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含まれている。自己や他者、社会に対する課題＝主題を
見出し、考え、作品として表現する能力を育成する教科
として、生徒のより良い学びについて考え続けていきた
いと思う。
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